
                                   宇美
う み

町立
ちょうりつ

図書館
としょかん

 

 

 

 

 

 

ただ明る 

 

 

 

 

 

書
しょ

 名
めい

        著
ちょ

 者
しゃ

 名
めい

      出版社
しゅっぱんしゃ

       分
ぶん

 類
るい

 

特集  

平成 2８年３月１１日は、東日本大震災から５年。震災の被害や復興への取組み、防災啓

発など、様々な角度から震災を考えましょう。 

・「紙つなげ！彼らが本の紙を造っている」 佐々 涼子／著  早川書房    585.0サ  

・「震災復興に挑む、キリンの現場力。」 ｿｰｼｬﾙｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ研究会／著 日経 BP ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ 662.1シ 

・「海は見えるか」                 真山 仁／著    幻冬舎          Ｆマ 

 

【文学】 

◇「カエルの楽園」          百田 尚樹／著          新潮社                    F ヒ 

◇「うつくしい列島」     池澤 夏樹／著     河出書房新社     915.6イ 

【歴史】 

◇「サザエさんをさがして」 朝日新聞 be 編集部／編  朝日新聞社      210.7サ 

◇「花森安治伝」        津野 海太郎／著    新潮社         289.1ハ  

【郷土】 

◇「大学的福岡・太宰府ガイド」 西高辻 信宏 他／編 昭和堂          K 291.9 ダ   

【自然科学】 

◇「なぜ蝶は美しいのか」   フィリップ・ハウス／著  エクスナレッジ       486.8ハ 

【その他】 

◇「花森安治のデザイン」   花森 安治／著      暮しの手帖社      022.5ハ 

◇「「暮しの手帖」とわたし」 大橋 鎭子／著      暮しの手帖社       023.0オ  

◇「フグ田マスオさん家を買う。」 峰尾 茂克／著   河出書房新社     365.3ミ 

◇「電力・ガス自由化の話」    川本 武彦／著  幻冬舎メディアコンサルティング  540.9カ   

◇「語彙力こそが教養である」   齋藤 孝／著   KADOKAWA     814 サ 

【絵本】大人におすすめの絵本 

◇「あかちゃんがわらうから」 おーなり 由子／著   ブロンズ新社       726.6オ 

 

【ジェーン・エア】  
シャーロット・ブロンテ/著   

新潮社 Ｂ933.6 ブ １・2  

 著者のＣ・ブロンテは、この春、生

誕 200 周年。Ｅ・ブロンテとは姉妹。

イギリス文学の代表作ともいえる作品

です。孤児のジェーンは、寄宿学校を

卒業し、家庭教師として働き始めます。

その先に待っている彼女の運命とは。 
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【九州の古墳】 

H28.3 

吉村 康則/著  

海鳥社 K219 ヨ 

宇美町の光正寺古墳をはじめ、志免

町の七夕池古墳など約１２０か所の個

性豊かな九州の古墳を一挙に紹介。現

役の発掘調査技師が古墳見学のポイン

トも紹介します。 



                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

【動物が教えてくれた人生で大切なこと】 

小菅 正夫：著 河出書房新社 481.7 コ 

 

生きるとは、育てるとは、愛するとは――。

獣医師として、旭山動物園に就職、その後、

園長として数々の動物の生と死を見守っ

た著者が、動物たちの力強い生きざまから

学んだことを綴る。 

【春のオルガン】 

湯本 香樹実：著 新潮社  YAB F ユ 

 

小学校を卒業した春休み、私は弟のテツと川

原に放置されたバスで眠った──。大人たち

のトラブル、自分もまた子供から大人に変わ

ってゆくことへの戸惑いの中で、トモミは少

しずつまだ見ぬ世界に足を踏み出してゆく。 
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【恋する天才科学者】               内田 麻理香：著       講談社        402.8 ウ 

女嫌いでケンカ好きだったニュートン、女グセが悪い暴言家だったアインシュタイン――。大きな業績を挙げた天才科学者１６人の、人

間としての側面に焦点を当てて、キャラクターやエピソードを紹介する。 

【１６歳 親と子のあいだには】        平田 オリザ：著       岩波書店      YA 281 ヒ 

遠くで見守る親の視線を感じながら、自らの未来を切り拓こうともがく「16 歳」という時期。さまざまに揺れるこころ模様や親子関係を、

12 人の大人（元 16 歳）たちが熱く語る。生きる勇気と元気がもらえる十人十色の青春記。 

【ミラクルファミリー】            柏葉 幸子 : 著      講談社       YAＢ F カ 
年に一度、春の川辺にやってくる緑の髪の女の人。真夜中にだけ開館する秘密の図書館。鬼子母神伝説がささやかれる、ザクロの木のある

保育園。父さんが聞かせてくれた昔話はどれも不思議であったかく、そして秘密の匂いがした。 

H28.3 

【森をつくる】                 Ｃ．Ｗ．ニコル：著    講談社       YA 930 ニ 

森は、人間が想像できないようなサイクルの中で生きています。森は未来です。何十年、何百年後に命をつなぐ未来なのです――。世界

の大自然を見てきたＣ･Ｗ･ニコルが、日本の自然の素晴らしさを伝える。 

【30 日で効果ばつぐん！「勉強ができるぼく」のつくりかた】 清水 章弘：著 ＰＨＰ研究所   YA 375 シ 
「勉強法」は武器だ。かしこく使って、戦いを攻略せよ！中間テストで赤点を３つも取ってしまった中学１年生のストーリーを交えなが

ら、自分でも驚くほど成績が上がる勉強法を教える。 

【AKB48、被災地へ行く】        石原 真：著          岩波書店      YA 767 イ 

アイドルとして何かできることがあるのだろうか？そんな問いかけから、2011 年 5 月に始まったＡＫＢ４８グループの被災地訪問は、

毎月１回、一度も欠かさず続けられている。人気アイドルたちの知られざる姿を紹介する。 

【ジンリキシャングリラ】          山本 幸久：著        ＰＨＰ研究所   YA Ｆ ヤ 

「人力車部、入ってくんない？」一つ上の可愛い先輩から誘われるままに人力車部へ入部した雄大。そこには個性溢れる面々がいて――。

田舎町の高校を舞台にした、笑いと涙の青春小説。 

 


